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業績予想の修正に関するお知らせ 

 
当社は、最近の業績動向等を踏まえ、平成26年５月８日に公表した平成27年３月期第２四半期累計期間（平
成26年４月１日～平成26年９月30日）の業績予想を下記の通り修正いたしましたので、お知らせいたします。 
 

記 

 

●業績予想の修正について 

平成 27年 3 月期第 2四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成 26年 4月 1 日～平成 26年 9月 30日） 

  売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益  
1 株当たり 
四半期純利益 

  （百万円） （百万円） （百万円） （百万円） （ 円 ） 

前 回 発 表 予 想 (Ａ) 16,224 704 714 472 18.55 

今 回 修 正 予 想 (Ｂ) 16,866 1,019 1,047 789 31.01 

増 減 額 (Ｂ－Ａ) 642 315 333 317  

増 減 率 (％) 4.0 44.7 46.6 67.2  

(ご参考)前期第 2 四半期実績 
(平成 26 年 3 月期第 2 四半期) 15,298 588 627 322 12.31 

 

修正の理由 

全事業部門において、売上高、利益ともに計画を上回って推移しております。 

この主たる要因は、陳腐化したビジネスモデルを一新し、サービスを絡めたソリューション営業と、付

加価値の高い IT マネジメントビジネスや、成長著しいスマホアプリやセキュリティ分野への経営資源の

再配置ならびにビジネスモデルの転換を図った結果、新規顧客の増加と収益力の向上により、営業利益、

経常利益、四半期純利益ともに前回予想を上回る見込みであります。 

なお、通期の業績予想については、システナブランドの知名度向上による、営業強化と採用強化を目的

に、下期においてテレビ CM 放映による広告宣伝費の増加を見込んでいることから、平成 26年５月８日に

公表した予想数値に変更はありません。 

 

※上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報および将来の業績に影響を与える不確実な要

因に係る本資料発表日現在における仮定を前提としています。実際の業績は、今後様々な要因によって大

きく異なる結果となる可能性があります。 

以上 


